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第69回国連女性の地位委員会（CSW）
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テーマ

北京宣言と行動綱領及び第23回国連特別総会の
成果の実施に関するレビューと評価 

Review and appraisal of the implementation of the Beijing 
Declaration and Platform for Action and the outcomes of the 
23rd special session of the General Assembly
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ジェンダー平等の実現に向けて
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北京宣言・行動綱領（1995年）

中核的な理念＝Systemic change。ジェンダー平等と女性のエンパワーメントを
実現するために、複雑な課題を表層的ではなく根本的に解決することを目指す。

“Mainstreaming a gender perspective in all policies and programmes”
（全ての政策と事業にジェンダー視点を主流化すること）

経済社会理事会（ECOSOC）決議（1997年）
「ジェンダー視点の主流化とは、法律、政策、事業など、あらゆる分野のすべ

てのレベルのおける取組が及ぼしうる女性と男性への異なる影響を精査するプロ
セスである。それは、政治、経済、社会の領域のすべての政策と事業の策定、実
施、モニタリング、評価を含むすべてのプロセスに、女性と男性の関心事と経験
を統合し、女性と男性が平等に恩恵を受け、不平等が永続しないようにするため
の戦略である。究極的な目的は、ジェンダー平等の達成である」
ECOSOC/1997/2
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ジェンダー平等実現に向けた２つのアプローチ

ジェンダー平等の実現を目的とした政策

例：男女共同参画基本計画、女性版骨太の方針、SDG5「ジェンダー平等と
女性・少女のエンパワーメントの実現」

男女の異なる状況・ニーズに対応し、男女が平等に裨益できるような政策

ジェンダー平等視点が「無い」政策は、既存の男女間の格差を温存または
拡大する可能性がある。

例：貧困、民主的ガバナンス、環境・エネルギー、危機管理（紛争、災害等）、
HIV/エイズ、ICT、インフラ、デジタルなど、「人間」「コミュニティ」を対象
としたすべての政策領域が対象。SDGsの17の全ての目標。

1. ジェンダー平等推進政策

2. ジェンダー平等視点が主流化された政策
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UNDP・日本WID基金：ICTの活用を通じた女性農民の組織化
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UNDP・日本WID基金2001年年次報告書より

http://www.undp.or.jp/undpandjapan/widfund/pdf/2001_WIDF_Annual_Report_JP.pdf


UNDP・日本WID基金：エクアドルにおけるクオータ制導入
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国会にて女性の権利を主張するエクアドル女性たち

UNDP・日本WID基金2001年年次報告書より

http://www.undp.or.jp/undpandjapan/widfund/pdf/2001_WIDF_Annual_Report_JP.pdf


UNDP・日本WID基金：ジェンダー予算の普及
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ジェンダー予算：モスクワで開催されたGSB研修
インストラクター養成トレーニングのワークショップ

詳細は「日本・UNDP WID基金2003年年次報告書」（英語のみ）参照のこと

http://www.undp.or.jp/undpandjapan/widfund/pdf/2003_JWIDF_Annual_Report_EN.pdf


UNDP・日本WID基金：ケアエコノミーのナレッジ構築
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シンポジウム概要

シンポジウム報告書はこちら

ケア・エコノミー：政治的・経済的視点から（承認額：$390,000）

2007年：「“ケア・エコノミー”は成功への鍵か：ミレニアム開発目標（MDGs）達成に向けて」

http://www.undp.or.jp/undpandjapan/widfund/pdf/2007_Care%20Econ%20Symp%20Tokyo_Report__EJ_1215.pdf


http://www.undp.or.jp/undpandjapan/widfund/library.shtml

「UNDP WID基金 ライブラリー」
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http://www.undp.or.jp/undpandjapan/widfund/library.shtml


ジェンダー主流化の手法：「開発支援」における実務の枠組み

①男女別のデータを用いて、男女間の格差を明らかにすること
（ジェンダー統計、ジェンダー分析）

②格差を縮める、もしくは解消するための戦略を策定すること

③戦略を実行するための資源（資金、人材、情報/知見等）を
投入すること

④戦略の実施状況をモニタリング（監視）し、成果を出すこと
に対する責任の所在（個人・部署・組織等）を明らかにして
おくこと

全ての政策課題において、
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ジェンダー主流化の手法：プロセス

1. Leadership（トップのコミットメント）

2. Policy Development 基本方針・政策の策定

3. Capacity-building 能力構築

4. Knowledge Management ナレッジ・マネージメント

5. Advocacy アドボカシー

✓「主流」とは何か？誰か？どのような政策領域か？

✓ 何を「主流化」するのか？

✓ 戦略的な導入点・機会は？

✓ 誰と組むか？
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【持続可能な開発目標】Sustainable Development Goals
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ジェンダー平等と女性・女の子のエンパワーメント

1. あらゆる形態の差別の撤廃

2. 公共・私的空間における暴力の撤廃

3. 児童婚、強制婚、女性器切除などの有害な慣行の撤廃

4. 無償ケア労働（家庭内の家事・育児・介護など）の再分配

5. 意思決定における女性の完全かつ意味のある参画及び

平等なリーダーシップの機会

6. 性と生殖に関する健康及び権利への普遍的アクセスの確保

すへでの人々の人権を実現し、ジェンダー平等とすへでの
女性と女の子のエンパワーメントを達成することを目指す

新たなアジェンダの実施において、ジェンター゙の視点をシ
ステマティックに主流化していくことは不可欠である。

前
文

本
文

ゴ
ー
ル
５

目的

実施原則

単体の
目標

ジェンダー主流化は、実務プロセスの「スタンダード」に。



「コロナ下の女性への影響と課題に関する研究会」
  男女に異なる影響とは？

→ 行政統計、内閣府調査、労働力調査、ヒアリング調査

（就業者数・雇用者数・旧業者数の推移、産業別雇用者の男女別・雇用形態別の割合、

男女間賃金格差、ストレス、 DV相談件数、 自殺者数、コロナ病例の男女比率、テレ

ワークの実施状況、男女の家事・育児時間、生活の満足度の変化など）

1.  男女別データ・ジェンダー統計

2.  現場の「視点」・女性の経験

→ NPO、研究者・専門家による報告

©︎2025 Asako Osaki 13



→ 税と社会保障制度の見直し、男女間賃金格差の情報開示の義務化、
 L字カーブの解消、非正規雇用の正規化、男性育休取得の推進等へ・・・
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